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虐待の世代間連鎖について考える
　何年か前に、原田美枝子主演の「愛を乞う人」という
映画があった。テーマは、「児童虐待の世代間連鎖」を
取り上げていると聞き、自分の仕事とも関連しているの
で、興味を持って鑑賞した。主人公が親から虐待されて
育ち、自分が親になった時、自分の子どもに虐待を繰り
返しているというものだ。世代間連鎖については、約３
０％の人に認められるというが、この数値が高いものと
見るのか、低いと見るのか、意見の分かれるところだ。
虐待されて育った人が、自分も虐待するのではないかと
懸念して、幸せな結婚生活に踏み切れない、また結婚し
ても子どもを作らないと言われている。いずれにしても、
胸の痛い悲しい話である。

虐待の第一発見者は担任や養護教諭であることが多い
　養護教諭から私に「〇〇君、母親から虐待されている
のでは」との進言があり、保護者に校長室へ来訪願った。
シングルマザーの彼女は、「精一杯子育てをしているが、
子どもが思うようにならない。ついカーッとなって、子
どもを殺めて自分もという気になる」と縛り出すような
声で、訴えた。私は彼女の訴えに傾聴し、彼女の子育て
の大変さに共感し、「何か、パニックに陥りそうになっ
たら、（当時、流行り出した）携帯電話の番号をここ
（自分の名刺）に書いておくから、24時間、いつでも
電話してきてね」と渡した。
　数日後、研修会で他区に居る時、携帯電話が鳴った。
「もうだめだ」という彼女に「児童相談所にいつでも預
かってもらえるようにしているから」と励まし、教頭先
生に「すぐにマンションに駆け付けて」と指示を出し、
研修会も終わりかけていたので、急いで職場に戻った。
　教頭先生から刻々の報告が入る。「マンション自室の
前で、室内の様子をうかがっている。管理人さんに話し、
何か異変が感じられたら、直ぐに飛び込めるようになっ
ている」とのことだ。約２０分後、目を真っ赤に腫らし
た母親が、子どもを伴なって出てきた。
　教頭先生と親子は、他人の眼があるので、児童相談所
には地下鉄でなく、タクシーで行ってもらった。車中の
ルームミラーで後部座席の３人を見て「おうおう、お父
ちゃんとお母ちゃんは険しい顔してるけど、子どもはす
やすや寝ているなあ」と運転手さんが、その場を和ませ
てくれたようだ。児童相談所で一時保護の手続きをした
が、担当官の言葉が素晴らしい。「お母さんは、少し、
疲れているようだから、休ませてあげようか。僕、今日
からここに泊まれるかなあ」子どもはその事情を察した
のだろう。元気な声で「うん！」と同意したようだ。

　ちょうど、その日は職場の親睦旅行であった。職員は、
ぎりぎりまで待っててくれたが、私と教頭先生が遅れて
京都湯の花温泉に駆け付けたときは、12時を回ってい
た。取り置きしてくれていた夕食を取り、この日の顛末
を聞くために職員は、全員集まってくれていた。真夜中
の「児童理解研修会」、誰もが初めての経験だった。

１枚の名刺が「虐待に走る母親の『お守り』になった」
　その後、母親とは、私が定期的にカウンセリングを実
施し、落ち着きを取り戻してきているようだった。
　ある日、児童相談所へ子どもの面会に訪問した。私の
顔を見るなり、「校長先生！僕にお父ちゃん、おってん
で！」とキラキラ輝いた目で話してくれた。母親のカウ
ンセリングの折りに、その事情が呑み込めた。母親の状
態が良くなったので、子どもを伴なって散歩することが
認められたらしい。児童相談所近くの市営団地を２人で
歩いている時、「ここなあ、僕のお父さんと一緒に初め
て生活をした街やねんで」と教えたとのことだった。さ
らに続けて「そういえば、シングルマザーで、死に物狂
いで生活してきたから、この子の父親のことを一言も話
したことがありませんでした。子どもは、私に父親の存
在を聞きたかっただろうに、じっと我慢してたんでしょ
うね」とのことだった。小学校１年生の子どもであるが、
母親の大変さをじっと受け止めていた健気さに、涙が出
て来た。その後、一時保護も解除されて、家に戻ってき
た。母親の職場の先輩（この方もシングルマザー）が
「うちには中学生の息子がいるので、共同生活をしよ
う」と転校することになった。挨拶に来られた母親は、
あの時の名刺を取り出し、「校長先生、この名刺、ずっ
と持っていて良いですか、これ、私のお守りですねん」
と言ってくださり、お別れした。たった１枚の名刺が、
母親を守っているという経験をさせてもらった。
　児童虐待と子育て支援は、まさに車の両輪のような存
在だ。誰も最初から我が子を虐待しようとする親はいな
い。適切な支援を受けることが出来れば、虐待に走るこ
とも要らないのではないか。考えさせられ一件だった。

愛 を 乞 う 人
大阪芸術大学短期大学部保育学科長／教授　西林　幸三郎

連載：「教育保育あれこれ」　 第２回
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